
■□■□■ 進行スケジュル ■□■□■

１３：００～ 集合 ⇒ イギリス庭園に移動
１３：１５～ 軽食＆交流
１３：４５～ 本日のお題の共有
１４：００～ ワールドカフェ
１６：００～ お片付け ⇒ 退城

２０３０ ビジョン

青空ワールドカフェ ＠ 新宿御苑

お題 「私たちの持続可能性」お題 「私たちの持続可能性」

６月６日



♪ ワールド・カフェとは ♪

「カフェのような空間で起こる

オープンで創造性に富んだ会話のプロセスによって、

アイディアの生成と共有を行い、新しい未来を創る、話し合いの手法」

ワールド・カフェの流れ

□ ４人１組で「空飛ぶジュータン」に乗って下さい

□ ラウンドごとにグループ替えをします

□ グループ替えの時に１人（ホスト）は「空飛ぶジュータン」に残ります

※ 聞いたこと、考えたこと、気づいたことをスケッチブックにメモします。

お題

① あなた自身の持続可能性とは何だと思いますか？

② あなた自身を持続可能とするために何があれば良いと思いますか？

③ 人々の暮らしを持続可能とするために、何があれば良いと思いますか？



今の日本は多くの人が漠然とした将来への不安を感じているのではないでしょうか。
雇用、未婚化、子育て、医療介護、年金、財政赤字、などなど・・・

日々失われ続けている「輝ける未来」を取り戻すためには一人ひとりの想像力を取り戻し、
人との対話から新たな価値を創造していくことが大切だと考えます。

そこで、世代や領域を超えて皆が知恵を出し合い、未来に希望を持てる“２０３０年の国のありたい姿”を
考え、共有し、行動することで実現していきます。

２０３０ビジョン

国のありたい姿

目指す姿を
共有しよう

国
が
ど
こへ
向
か
うの
か

日本が抱える課題

・財政赤字 ・経済低迷

・少子高齢化 ・医療崩壊
・食料/エネルギー低自給率
・教育 ・地球環境問題 etc.

ビジョンがあれば、
① 皆のベクトルがそろい、判断がぶれなくなる。
② 夢と希望が出て、意欲が高まる
③ 難しい状況を切り拓くよりどころができる

一般国民（生活者）の視点で知恵を出し合い、誰もが未来に希望を持てるような
“２０３０年の国のありたい姿”を考え、広く共有するとともに実現してゆく活動です。

このギャップを
埋めていこう！

２０３０ビジョン プロジェクトとは？



●安心できる食材を安定して手に入れることができる

●暮らしや経済の元となる資源・エネルギーがある

●水や空気がきれいで街に緑があふれ、自然が生きている

●国の財政が破たんする心配がない

●犯罪の少ない安心・安全な社会がある

●いじめや自殺が少ない生きやすい社会がある

●戦争がなく、平和が維持される

持続可能な社会

●自由なイノベーションが認められる

社会をつなぐ価値観を
一緒に考えましょう。

くらす

はたらくまなぶ
コミュニティ

●目指す社会の姿を多くの人が考えられる
●社会で役立つ“生きる力”がある
●生涯を通して“学び”が大切にされている

●働くことに喜びがあり、人の役に立っていると感じる
●働くことを通して自分の成長が実感できる
●自分の時間や、人と触れ合う時間がたくさんある

●自分の居場所があり、日々の生活が充実している
●安心して子供を産み育てることができる
●老後を含めて将来に不安がない
●互いに思いやりのある、やさしい社会になっている

日本に明るい未来を！

皆が希望を持てる

幸せで持続可能な国

■公平公正で努力が報われる、人を大切にする福祉国家を目指す

■ 自給率を高め、循環型システムを導入し持続可能な社会を目指す

■ 伝統的な文化や平和思想を大切にし多様性を認める社会をつくり出す

■私たちが考える２０３０年の将来像



◎１人ひとりの人生で考えると、以下のようなサイクルがうまく回っていく

ことではないでしょうか？

生まれ・育つ 学び・働く

充実した生活豊かな老後

・大切にされていると感じる

・公平に扱われている

・居場所がある

・健やかに育つ

次世代に
引き継いでいく

・学ぶことに喜びがある

・ “夢”や“希望”を持てる

・自らの力を発揮する場がある

・安定した収入がある

・生活に困らない

・孤独を感じない

・医療介護の不安がない

・尊敬されつつ生きる

・友人や家族がいる

・自立して生活を営める

・家族と過ごす時間が持てる

・自己実現が得られる

未来に希望が持て
幸せを感じられる

Ｐ１

お題 「私たちの持続可能性」お題 「私たちの持続可能性」

お題共有資料



収益重視の企業価値観

景気低迷

・ 時間に追われる毎日
・ 結婚・子育てが難しい
・ 充足感が足りない

・ 生み・育てにくい
・ 居場所が少ない
・ 健やかに育ちにくい

・ “おひとりさま“生活
・ 医療・介護・年金不安
・ 地域からも孤立

人との繋がり希薄化 結婚価値観の変化

社会で子育てをする意識が弱い

・ 雇用が安定しない
・ 長時間労働・低収入
・ 成長を実感しにくい

学び・働く

Ｐ２
◎でも、現実はそうなっていない人も多くなっているように思えます

充実した生活豊かな老後

都会への集中 結婚しずらい社会

仕事最優先の働き方価値観

これで良いのかな？
と感じる不安な日々

生まれ・育つ

●背景となっているのは、社会や１人ひとりの価値観ともいえます。



[平成21年度国民生活選好度調査 平成22年4月27日 ]

日本

デンマーク

イギリスハンガリー

ウクライナ

◎幸福感に影響する要素

①健康状況

②家族関係
③家計の状況（所得・消費）

（幸福３Ｋ？）

［参考］ 世界の自殺率

［参考資料］

国民幸福度調査結果
Ｐ３

日本 ２４人
ウクライナ ２３人
ハンガリー ２６人

デンマーク １２人
イギリス ６人

人口１０万人あたり



このままでは ２０３０年に

子どものいない女性が急増するかも・・・

結婚の障害と考えている理由
（一年以内の結婚意欲と交際相手を持つ未婚者）

① 適当な相手がいない

② 自由や気楽さを失いたくない

③ 必要性を感じない

未婚者(25-34 歳)が
独身に止まっている理由

2005
生涯未婚率 男性 １６％

女性 ７％

３０％

２０％

１０％

2010 2020 20302010 2020 2030

2030（予測）
３０％
２３％

２３％

このままでは ２０３０年に

男性の３０％が生涯独身かも・・・
女性の ２３％ 〃 〃 ① 結婚資金

② 職業や仕事上の問題

③ 親の承諾

④ 結婚後の住居

Ｐ４［参考資料］

増える“おひとりさま”

結婚しない理由 （積極的理由）

結婚できない理由 （受動的理由）


